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商 号

会社設立

資本金

従業員数

年間売上高

上場証券取引所

証券コード

決算期

IMV 株式会社 ［英文社名］ IMV CORPORATION

1957 年（昭和32年）4月17日

4億6481 万円

399 名 (201 9年9月30日現在 連結)

123 億4,800 万円 (201 9年9月期 連結)

東京証券取引所JASDAQ市場

7760

9月30日
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・本 社
・大阪営業所

・技術本部
・大阪テストラボ

Osaka
大阪

Tokyo
東京

Kasugai
春日井

・春日井テストラボ

・東京営業所
・東京エンジニアリングサービス部

・MESエンジニアリングサービス部
・東京テストラボ

Uenohara
上野原

・上野原サイト 高度試験センター

Iruma
入間

・日本高度信頼性評価
試験センター

Nagoya
名古屋

・名古屋営業所
・名古屋テストラボ

グローバルネットワーク➀
˝ɄȷɆɧɚ 2019 ₴ 1 Ồ
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グローバルネットワーク➁

U.K.
英国

Germany
ドイツ

China
中国

IMV EUROPE LIMITED

IMV EUROPE LIMITED 

German Sales Office

IMV CORPORATION 
Shanghai Representative Office

IMV EUROPE LIMITED
European Manufacturing Centre

U.S.A.
アメリカ

IMV America, Inc.

1g dynamics

Thailand
タイ

IMV (THAILAND) CO., LTD

Vietnam
ベトナム

IMV TECHNO VIETNAM CO., LTD
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市場 DSS販売シェア状況（当社予想含む） 2019年9月期連結
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事業セグメント
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１２３億４，８００万円
（２０１９年９月期 連結）

テスト＆ソリューションサービス

メジャリングシステム

振動試験装置
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決算概要（連結） １

19/9期

実績

18/9期

実績
コメント

売上高 12,348  11,044 
国内外の自動車関連業界を中心に振動シミュレーションシステム及びテ
スト＆ソリューションシステムの受注は順調に推移し、大幅な増収となり
ました。

経常利益 652  918 
新テストラボ開設による人件費や減価償却費等の増加、一部連結子会
社の減益や為替差損の発生等により、前年同期比29.0％の減益となりま
した。

純資産 6,503 6,407 
親会社株主に帰属する当期純利益（366百万円）の計上により順調に増
加しました。

フリーキャッシュフロー 145 △1,951

前期においてはe-TCJ（埼玉県入間市）土地建物購入等の設備投資に
よりフリーキャッシュフローは大幅に減少しました。今期においては増収
等に伴う営業活動による収入が新規設備投資に伴う支出を上回った結
果、フリーキャッシューは増加しました。

売上高経常利益率 5.3% 8.3%
国内外売上高の増加により増収になったものの、一部連結子会社の減
益や為替差損の発生等により、売上高経常利益率は前年同期と比較し
低下しました。

自己資本比率 42.8% 40.7%
親会社株主に帰属する当期純利益の計上により純資産が増加した結果、
財務安全性は引続き堅調です。

自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）
5.7% 9.6%

親会社株主に帰属する当期純利益が前年同期より減少した影響により、
自己資本当期純利益率は低下しました。

（単位：百万円）
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決算概要（連結） ２

（単位：百万円）

※△は損失、減少を表します。 従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。

19/9期

実績

18/9期

実績
増減額 増減率

19/9期末

予想
増減率

受注高 11,911  12,720 △809 △6.4％ － －

売上高 12,348 11,044 +1,303 +11.8％ 12,000 +2.9％

営業利益
（営業利益率）

730 
（5.9％）

858 
（7.8％）

△128 △14.9％ 1,200
（10.0％）

△39.1％

経常利益
（経常利益率）

652 
（5.3％）

918 
（8.3％）

△266 △29.0％ 1,200
（10.0％）

△45.7％

親会社株主に帰属
する当期純利益
（当期純利益率）

366 
（3.0％）

578 
（5.2％）

△211 △36.5％ 780
（7.8％）

△53.0％

設備投資額 804 1,772 △968 △54.6％ － －

減価償却費 618 477 +141 +29.7％ － －

研究開発費 447 437 +10 2.3％ － －

従業員数（人）※ 399 362 +37 +10.2％ － －

売上高は前年同期比1,303百万円増収の12,348百万円となりました。しかしながら、新設テストラボに関する費用が先行して発生した事に加え、一部連
結子会社の低迷により、営業利益は前年同期比128百万円減益の730百万円となり、さらに、為替差損の影響により経常利益は前年同期比266百万円
減益の652百万円となりました。これらに加えて、連結子会社による減損損失の計上に伴い、親会社株主に帰属する当期純利益は前年同期比211百
万円減益の366百万円になりました。
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売上高が１，３０３百万円増加しましたが、新テストラボ稼働に伴い費用発生が先行した結果等より、営業利益は１２８百
万円の減益となりました。

10

営業利益増減要因（連結）
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18/9期
営業利益
858百万円

増収による
売上総利益の増加

436百万円

粗利率低下の影響に
よる売上総利益の減少

△575百万円

販管費の減少11百万円

新規テストラボ稼働等に伴う、
人件費の増加244百万円
製造経費の増加327百万円

19/9期
営業利益
730百万円
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受注の状況
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海外売上高比率の増減
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◯ 品目別売上構成率

DSSにおいては前期末時点の高い受注残高に加えて、大型振動シミュレーションシステム及び温湿度・振動複合環境シミュ
レーションシステムが国内外で伸長し、MESにおいても海外市場における地震計売上の伸長により、前年同期を上回る結
果となりました。
TSSにおいては、新設受託試験施設の立上げに加えて、東京ラボ・大阪ラボも好調であり、過去最高売上高を更新しました。

品目別ポートフォリオ

◯ DSS事業 ◯ TSS事業 ◯ MES事業
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19/9期 18/9期 増減額 増減率

車両・車載機器向け 6,913 5,982 932 15.6%

電気機器向け 581 568 13 2.4%

航空・宇宙用機器向け 108 219 △110 △50.5%

その他用途向け 388 537 △149 △27.7%

点検・修理 874 792 82 10.3%

合計 8,865 8,097 768 9.5%

¸ 主力である、車両・車載機器向け売上が大幅に
増加した結果、売上高全体で増収となりました。

¸ 航空・宇宙用機器向け売上高は、一時的に減
収となりました。

ＤＳＳ事業 ～概況～

（単位：百万円）
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¸ 東京テストラボ上野原サイトは、大型高額
案件の受注により増収となりました。

¸ 一方、大阪テストラボは、鉄道業界からの
受注が好調であり、増収となりました。

¸ また、名古屋テストラボにおいても、春日井
テストラボの本格稼働に伴い、車載機器業
界からの受注が増加した結果、前年同期を
上回る結果となりました。

ＴＳＳ事業 ～概況～

（単位：百万円）

19/9期 18/9期 増減額 増減率

東京テストラボ

（藤野・上野原・e-TCJ）
939 713 226 31.7%

大阪テストラボ 603 488 113 23.2%

名古屋テストラボ

（みよし・春日井）
513 405 107 26.4%

子会社外部売上 210 126 84 66.7%

合計 2,266 1,734 531 30.6%
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（単位：百万円）

¸ 電力会社や製造プラント向け大型振動監
視装置及び海外での地震監視装置の売
上が好調で、増収となりました。

¸ 一方で、振動計測装置の売上高が伸び
悩み、前年同期を下回る結果となりました。

ＭＥＳ事業 ～概況～

19/9期 18/9期 増減額 増減率

振動計測装置 220 292 △71 △24.6%

振動監視装置 314 281 32 11.6%

地震監視装置 356 348 7 2.3%

環境信頼性評価システム 71 24 46 193.9%

ソリューション事業 4 8 △4 △53.1%

小型高性能振動計測装置 19 45 △26 △57.2%

点検・修理 129 135 △6 △5.0%

子会社外部売上 102 77 24 31.9%

合計 1,216 1,213 3 0.3%
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20/9期

予想

19/9期

実績
増減額 増減率

売上高 12,500 12,348 +152 +1.2%

営業利益
（営業利益率）

1,000
（8.0％）

730
（5.9％）

+270 +36.9%

経常利益
（経常利益率）

1,000
（8.0％）

652
（5.3％）

+348 +53.3%

親会社株主に帰属する当期純利益
（当期純利益率）

800
(6.4％）

366
（2.9％）

+434 +118.1%

設備投資 768 804 △36 △4.5%

減価償却費 619 618 +1 +0.2%

研究開発費 578 447 +131 +29.3%

従業員数（人）※ 408 399 +9 +2.2%

1株当たり配当金（円）※ 8.5 8.5 0 0%

（単位：百万円）

※ 従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。
※ 2019年12月開催予定の定時株主総会において、上記配当金を附議する予定です。

業績の見通し（連結）
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み① 新製品販売

ᾛḌ m130LS

19

●マーケティング活動を元に、小型試験装置を開発
・搭載質量、周波数、振動台寸法等の必要スペック検討
・多様な輸送形態（ラストワンマイル輸送）
・輸送試験の規格見直しが増加（Amazon が自社の輸送試験
規格開発 etc）

・mシリーズのメリット（AC100V 電源、小型、静音、安価）を
踏襲しつつ、ムダを排除してより安価に

・「買いやすい＝売りやすい」をテーマに、パック製品販売を検討
→ リース販売、eコマース販売、レンタルに期待

【m130LS本体】

2019 年9月に日経新聞に「m130LS 新発売」の記事が掲載されてから、約1ヶ月半で52件の
新規引き合いが発生
新規引き合い先顧客は、これまで弊社がコンタクトしたことがないお客様からのものが半数以上と
なり、狙いどおりの結果となりました
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み➁ 航空宇宙支援

ὂὐ ׄǘ

20

●ASEAN向け人工衛星打ち上げ支援業務
・大学やJAXA等と協力し、ASEANにおける衛星打ち上げ支援として振動試験装置等
の提案

●インターステラテクノロジズのロケット打ち上げ支援業務開始
・『みんなのロケットパートナーズ』

超小型衛星用ロケット「ZERO」のイメージCG 「MOMO」のイメージCG 

「インターステラテクノロジズ 提供」
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み③ AKE社と業務提携

ᾛḌ ǵ Ṹ ҵ

21

●ドイツAKE-technologies 社（以後、AKE社）との
振動試験装置 販売業務提携

・「小型なのに大加振力」な振動試験装置を製作・販売するAKE社製品の国内販売開始
・低騒音＆高許容モーメントにより自動車メーカーへの拡販を狙う
・AKE社装置は、VW・BMW・ポルシェetcで実績多数あり
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み④ 大型振動試験装置

ẎḌ Ҳ Ṹ

●航空宇宙業界向けに大型振動試験装置（K350 ）を新規受注
・「大型製品を大加速度で加振したい」という要望が増加
・航空宇宙業界より新規引き合い発生
・自動車業界及び他業界からの新規引き合いも増加

22
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み⑤ フランス市場の開拓

ɓɧɱȷ ǵҍ

●フランス市場の潜在力：GDP EU域内 第3位
– 自動車産業 ： Renault 、プジョー、シトロエン

– 航空宇宙産業： Airbus 、Thales 、SAFRAN

– 試験所産業 ： EMITECH、SOPHEMEA

●これまでのIMV のポジション
– 代理店の情報収集力弱く、案件成約率低い

（73期 約１億円を失注）

– 競合（LDS社）：10年間で約200 台を納入

ドイツ

イタリア
フランス

イギリス

スペイン

北欧

東欧

EU域 売上比率 （73期）
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ɓɧɱȷ ǵҍ

●代理店戦略を見直し、直接販売で受注増を狙う
– 顧客との直接コンタクトする機会を増やし、テクニカルな提案営業を目指す

– 代理店コミッションを省き、価格競争力を上げる

– 航空宇宙産業の開拓

●パリ近郊にセールスオフィス開設
– 2名のセールマン獲得

– 顧客との距離を縮め、迅速でテクニカル

な提案営業を期待

– 競合製品へのサービス、メンテナンス提案

ＤＳＳ事業（営業）の取り組み⑤ フランス市場の開拓
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ＤＳＳ事業（営業）の取り組み⑥ 米中西部地域の強化

●全米に販売REPを網羅
- 自動車関連顧客が集積する、デトロイト地区にサービス拠点を設置
- 同上記地区にストックパーツセンターを設置
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●米国内 地域別 売上比率
- 米国売上の9割以上が中西部向け

（中西部内、ミシガン州向けが75％を占める）

92%

ᵰˢUSᵰḯϚˣ

8%

US ӽ

Michigan
75%Ohio

18%

Illinois
7%

ˢ ˣ

ＤＳＳ事業（営業）の取り組み⑥ 米中西部地域の強化
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●自動車関連の集中する中西部地区に対し、さらなる販売注力
– カリフォルニア州セールスオフィスを、ミシガン州に移転

– インサイドセールスを1名増員

（合計3名のセールス員を同オフィスに一極集中、同地区顧客をさらに取り込む）

●在庫販売による短納期戦略
– 自動車関連顧客に強い機種を在庫化し、注文後１～２ヶ月で納入

– 競合の納期５～12ヶ月に対抗

– 試験所顧客など、短納期を求める顧客への訴求効果を狙う

●サービス体制の強化
– ミシガンパーツセンターよりサービスパーツの即日発送

– サービスのスピード、品質で他社との差別化

ＤＳＳ事業（営業）の取り組み⑥ 米中西部地域の強化



Copyright © IMV CORPORATION 2019 All right reserved.
28

ＤＳＳ事業（開発）の取り組み➀

Ɇɪɱɇș ǏǦ ᴜ

3つの側面からトレンドを分析

① 主要業界の変化
（自動車）

② 社会の変化 ③ 評価方法の変化
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ＤＳＳ事業（開発）の取り組み➀

①主要業界の変
化（自動車）

③評価方法の変化②社会の変化

熟練技術者の
不足

女性や高齢者
の進出

試験時間の短縮

自動運転

自動化のため
に多様なセンサ

ーが搭載

車内騒音の低減
によって異音が
クローズアップ

高い周波数まで
評価できる

試験機

内装品の軋み音
が評価できる

試験機

力がなくても
簡単に操作できる

試験機

複数方向の試験
が一度にできる

試験機

少子高齢化
部品からユニ

ットへ

試験品の
大型化、重量化

試験規格

輸送試験規格
にマッチした

試験機

EV化 働き方改革

大型の試験機、
複数の試験機
を使った試験シ

ステム

小型で大きな変
位の試験機

m130LS
輸送試験用小型試験装置

２０１９年９月1日発売

Ɇɪɱɇș ǏǦ ᴜ
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ＤＳＳ事業（開発）の取り組み➁ 解析センター稼働

(450Hz)

ɚɩɆ

Ȳɞ

X

FEM(A)(807Hz)

ȵɝɣɪɶȵɥɱ

Ҳ
Е ̸
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SIM- DATA BASE Ҳ
ＤＳＳ事業（開発）の取り組み③ CAE関連ビジネス

SIM-DATA

3D
振動応答
疲労寿命

SIM-DATA

振動応答
疲労寿命

3D

SIM-DATA

振動応答
疲労寿命

3D

SIM-DATA BASE

SIM-DATA

振動応答
疲労寿命

SIM-DATA

振動応答
疲労寿命

SIM-DATA

振動応答
疲労寿命

3D

3D

3D

全体
FEMモデル

FEMモデル
コリレーション

＊解析type毎に最適化

計算

シミュレーション
結果

全体FEMモデル構築に使用可能な【SIM-DATA BASE】を実現する活動を推進
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SIM-DATA

SIM-DATA

SIM-DATA

3D
振動応答
疲労寿命

実部品
（製作or購入）

振動試験

振動
試験装置

実験結果

SIM-DATA BASE

試験計画

全体FEMモデル
FEMモデル・コリレーション

＊解析type毎に最適化

Down Load
組込み全体構想

◆ IMV ◆

依頼

ɵSIMɵDATA ̸ ȅǮʝ
◆ お客様 ◆

ＤＳＳ事業（開発）の取り組み③ CAE関連ビジネス
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ＴＳＳ事業の取り組み➀

ɄȷɆɧɚ ǵ Ǳ ʣǙ
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受注累計

春日井テストラボ

日本高度信頼性評価試験センター(e -TCJ)

JAPAN TESTING LABORATORIES株式会社との
協業により、30台の振動機器を稼働（2019 年10月現在）
国内最大規模の振動試験テストラボを立上げ

自動車のＥＶ化など、今後急速に立上がるモビリティー時代に
向け、高需要が見込まれる環境試験、顧客の様々な要望に
応えるサービス提供を開始

環境試験サービス開始

国内最大機の振動試験サイト
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ＴＳＳ事業の取り組み②

2 e- TCJ EMC 11 ϐ

EMC試験：電気・電子製品から放射される電磁波を評価するエミッション（ＥＭＩ）測定と、
電磁波による誤動作の起こりやすさを評価するイミニティー（ＥＭＳ）試験の2つから構成

電波暗室

１．技術力

強み／特長

ｉNARTEエンジニア（2名）／ｉNARTEデザインエンジニア（1名）の布陣

２．電波暗室（６ｍｘ７ｍ）：2室、シールドルーム：2室を装備

３．ロケーション：圏央道入間IC10 分

e-TCJ

IC

アクセス（埼玉県入間市）
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ＴＳＳ事業の取り組み③

3 ˬɵẎ ɧɚ ẎḌ Ṕ▌
自動車用電池の大型化・長尺／大重量の試験品への対応を強化

988 940
1,022 1,054

1,249

1,414 1,413
1,528

1,608

2,056

500

1,000

1,500

2,000

2,500

69期 70期 71期 72期 73期

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

大型機

（10トン機以上）

中小型機

合計

ʴᾛḌ ̤ 119%

ẎḌ ̤ 146%

Ｋ200 （20トン機）

Ｋ350 （35トン機）

約2000 mm

国内最大級の加振機

大型組立試験品にて好評

大型機試験：前年比１．５倍

35
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ＴＳＳ事業の取り組み④ ASEANテストサービスの強化

ȳɶɑȷɟɉɣɶǵ Ẏ

従来の「振動専門のサービス」から、
振動をコアにした各種環境試験に対応した「ワンストップ試験サービスプロバイダー」へ

Ṋ ᶉ Ṏ ↓
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2 Ҳ OEMɟɶȩɶׄǘEV ᴜ
͔ș Ồ

ＴＳＳ事業の取り組み④ ASEANテストサービスの強化

Ὑ 2019₴11 Ὀ

• ベトナム法人にてEV関連製品の機能評価試験を開始

• タイ法人においても、同様のサービスを提供できる体制を整え、グループとして
OEMメーカー様とのパートナー関係強化を図る
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3 ȽȢᶮК ḹǯǵ ș▌ӓ

ＴＳＳ事業の取り組み④ ASEANテストサービスの強化

• タイ国政府系試験機関であるEEI社（Electrical and Electronics Institute ）ほか、
複数の試験機関とMOUを締結

• ローカル試験機関との連携を強化し、知名度アップ、新規引合いの増加と
試験サービスメニューの充実を図る
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ＭＥＳ事業の継続案件①予知保全（ＣＭＳ）用【ラムダバイブロ】

日本経済新聞より

振動ＣＭＳユニット
【ラムダバイブロ VM-8018】

原子力用途、印刷機など向けに市場投入（２０１８年下期開始）

CMSとは
Condition Monitoring Systemの略

Ṹʣ ǲ 2019 ₴
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ＭＥＳ事業の継続案件② 建築物の健全性を振動で診断

無線版【HM-5013-S】を2019年７月発表
→既存ビルへの“後付け“が可能に

有線版【HM-0013】（2017年発表）

1. ѧ Ἥɑɩ ǵ ḌƼ ɖɩȷ
ɠɉȽɶƽHM - 5013 ȵɨɶȸș

40

→建設業界に参入開始
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＜取付状況＞

ゲートウエイGW-0013が
データをクラウドへ

上部センサ

下部センサ
橋脚上下に取り付けられた振動計測器の振動レベルを比較する事で
洗掘の状況を常時モニタリングします

大阪市立大学
京都大学

IMVで実証実験
独自診断方法を確立

ＭＥＳ事業の継続案件② 建築物の健全性を振動で診断

Ѽᶥ ǵᶮᶽ˧ Ƽ ɕɫȮɧɞƽ
ὕ Łᶮὤ˔ ֝♬ǲׄǘǭὕ ὕ ʴ
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国土交通省「下部構造の損傷事例」より

橋を常時
モニタリング

増水時に
計測値を比較

平時に
異常な値を検知

点検・補修
を実施

橋を長く
使う

ＭＥＳ事業の継続案件② 建築物の健全性を振動で診断

↑ǵǀᶮᶽ▌ ӓ ǁ
₴↓˔ ϺЛ К Ὅ ὑ

42

→インフラ修繕の関連需要を狙う
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日本防災プラットホームホームページより（19年3月26日）
https://www.bosai-jp.org/ja/news/detail/185

IMV は日本防災プラットホームに参加し、海外への防災協力を進めています

ＭＥＳ事業の継続案件③ 地震計の販売拡張

インドで開催された第3回日印防災協力会議にJBP会員9社、計31名が参加し、
日印防災ビジネス商談会が開催されました

ɕɧɁɆɓȧɶɞ ș
ǟǭ᷂ ș Ǟǭʫ ᾽ ʴ

43

https://www.bosai-jp.org/ja/news/detail/185
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ＭＥＳ事業の取り組み① ＦＡ業界への参入

ᾛḌ ҲȹɱȳǀVP8021A ǁ ₴
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コンセプト：IoT 時代の振動ピックアップ
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ＭＥＳ事業の取り組み① ＦＡ業界への参入

45

従来当社が属してきた
「計測器市場」
（年間７千億円、ＪＥＭＩＭＡ統計）

とはケタ違いに大きな
「ＦＡ市場」への挑戦

ᾍꜘǵ ҲȹɱȳǯǞǭ ֺ Ǔ
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ありがとうございました

IR窓口：経営企画本部経理部 IR担当 竹本

TEL： 06-6478-2565 FAX： 06-6478-2567
06-6478-2562（個人株主さま）

E-MAIL：imvir@imv.co.jp http://www.imv.co.jp

■ お問合せ先

○免責事項

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決定は、ご

自身のご判断において行われるようお願いします。

本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保障するものではありません。本資料中

の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されている

将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。

代表取締役会長 小嶋 成夫

代表取締役社長 小嶋 淳平

経理部長 竹本 清志
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本日のアジェンダ

1. 会社概要

2. 2019年9月期決算サマリー

3. 今後の取り組み

（ご参考資料）
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19/9期末 18/9期末 Ṕ 19/9期末 18/9期末 Ṕ

流動資産 8,883 8,929 △46 流動負債 6,684 7,239 △555

現金預金 1,143 1,672 △528 仕入債務 2,742 2,685 △243

売上債権 4,825 4,348 477 短期有利子負債 2,486 3,251 △765

棚卸資産 2,725 2,585 140 その他流動負債 1,456 1,302 453

その他流動資産 190 324 △134 固定負債 2,012 1,709 303

固定資産 6,317 6,426 △109 長期有利子負債 1,669 1,332 336

有形固定資産 5,672 5,513 159 その他固定負債 343 388 △45

無形固定資産 82 365 △283 負債合計 8,697 8,948 △251

投資その他資産 562 547 15 純資産合計 6,503 6,407 95

資産合計 15,200 15,356 △156 負債・純資産合計 15,200 15,356 △156

（単位：百万円）

※「税効果会計に係る会計基準」の一部改正を適用した結果、前期貸借対照表の組替を実施しております。

資産の部 ：現金預金が528百万円減少し、売上債権が477百万円増加いたしました。

負債の部 ：短期有利子負債は765百万円減少し、長期有利子負債は336百万円増加した結果、有利子負債全体では
429百万円減少いたしました。

純資産の部 ：親会社株主に帰属する当期純利益を計上した結果、純資産は95百万円増加いたしました。

貸借対照表の概要（連結）
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19/9期末 18/9期 Ṕ

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 798 △ 34 832

② 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 653 △ 1,917 1,264

①＋② フリーキャッシュフロー 145 △ 1,951 2,096

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー △ 556 1,548 △ 2,105

④ 現金及び現金等価物に係る換算差額 8 19 △ 11

⑤ 現金及び現金同等物の増減額 △ 403 △ 383 △ 19

⑥ 現金及び現金同等物期首残高 1,374 1,757 △ 383

⑦ 現金及び現金同等物期末残高 970 1,374 △ 403

キャッシュフロー計算書の概要（連結）

（単位：百万円）

49

営業CF ：税金等調整前当期純利益が475百万円及び減価償却費618百万円等の増加要因により、キャッシュが798百万円の増加
となりました。

投資CF   ：設備投資等の有形固定資産の取得による支出804百万円等により、653百万円の減少となりました。
フリーCF ：税金等調整前当期純利益が計上されたものの、有形固定資産取得による支出等によりフリーキャッシュフローは145百万

円となり、前年同期比2,096百万円増加となりました。
財務CF ：短期借入金及び長期借入金の返済916百万円、配当金の支払127百万円等の減少要因が、長期借入金による調達488百

万円を上回ったことにより、556百万円の支出となりました。
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1957

1988

2005

沿革
株式会社 国際機械振動研究所（旧社名）を設立

東京テストラボ開設

ジャスダック証券取引所に上場

2011 10月、英国に IMV CORPORATION EUROPEAN TECHNICAL CENTRE を開設

(現 IMV EUROPE LIMITED）

1月、タイに IMV (THAILAND) CO., LTD. （子会社）を設立

11月、ドイツに IMV CORPORATION German Sales Office を開設
(現 IMV EUROPE LIMITED German Sales Office）

5月、IMV株式会社 上海代表所を設立

IMV EUROPE LIMITED

IMV (THAILAND) CO., L

2012

2013

1月、英国にIMV EUROPE LIMITEDEuropean Manufacturing Centreを開設2015

11月、東京テストラボ 上野原サイト 高度試験センターを開設

4月、米国にIMV America, Inc.（子会社）を開設2016

2017 7月、英国に１G DYNAMICSLIMITED.（子会社）を開設

IMV (THAILAND) CO., LTD. IMV EUROPE LIMITED

German Sales Office IMV株式会社 上海代表所

東京テストラボ 上野原サイト
高度試験センター

IMV America, Inc. １G DYNAMICSLIMITED

2018 4月、ベトナムにIMV TECHNO VIETNAMCOMPANY LIMITED.（子会社）を設立

12月、日本高度信頼性評価試験センター（e-TCJ）を開設

日本高度信頼性評価試験
センター

IMV TECNO VIETNAM CO.,LTD.

2019 1月、春日井テストラボを開設
春日井テストラボ
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経営理念
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